
Urban Design Lab Projects 2012清水　プロジェクト
Shimizu Project 06

NN

0
1

2
5

10
m

切妻の蔵

2506
1942

1996

120

2505

314

92

152

2904
493854705382 4039

1399

5623

5294

1782 1943

2751 3097

1782 1943

600

250

439

1596

140100

595

作図：大森文彦、萩原拓也

エ
ス
パ
ル
ス
通
り

巴川

マリンビル

浪漫館

フェルケール
博物館

清水マリンターミナル

富
士
ロ
ジ
テ
ッ
ク

エスパルス
ドリームプラザ

国道14
9号線（し

みずマリ
ンロード

）
至静岡

至清水駅

マリン
パーキング 日の出埠頭石造り倉庫群

道幅が広く、数百メートルも直線が続く臨港道路を学生やチョーク
アーティストが大きなキャンバスにし、色とりどりのチョークや白
線引きを使って、ダイナミックに絵を描きました。子供たちも一緒
になって道路に座り込んで、楽しそうにお絵描き。大きなお魚や富
士山の絵が、普段は味気ない道路を賑やかに変えていきました。

日没後、倉庫群をライトアップし、夜空にその姿を浮かび上がらせ
ました。また、倉庫のシルエットを作るように、幻想的なキャンド
ルを並べました。JAZZ のしっとりとした演奏を聞きながら、思い
思いに倉庫街の夜を味わいました。

同日、清水港周辺で開催されていた「アグリフェスタしみず」、「みなと夢市」、「日本丸一般公開」と協力
して、清水港全体での回遊行動を促すために各会場を回る「みなとスタンプラリー」を実施し、約 470
組の皆様にご参加頂きました。

今は無き清水港線の線路跡に、小型鉄道模型の線路を設置、かつて
の姿を思いを馳せました。清水港線に関するパネルも展示しました。

清水国際レール倶楽部

常葉学園大学造形学部

倉庫群をバックに、開放的な臨港道路に設置されたステージ。ここで
は、地元の静岡県立大や東海大海洋学部の学生を中心として、JAZZ
やアカペラ、ギター弾き語りと言った音楽、ジャグラーによるダイナ
ミックなパフォーマンスが披露されました。
　

キャンドルの風防をデコレーションしたり、フラッグを作ったりと、
子供も大人も楽しく参加できるワークショップを開催しました。
作ったキャンドル風防は、キャンドルナイトで並べられました。そ
の他、常葉学園大の学生による似顔絵コーナーも設置されました。
ミナトのいいお土産になったかな？

清水港の歴史や活用すべき資源をまとめた研究パネルを展示。港の
かつての姿を映した古写真が来場者の関心を引きました。

おしゃれなカフェ、おでん屋さん、焼豚屋さんといった様々な種類
の飲食店をはじめとして、かわいい雑貨を扱うお店など、地元清水
や静岡から、20 を超す個性的な店舗が所狭しと出店し、会場を盛
り上げました。

常葉学園大学造形学部

東海大海洋学部 JAZZ研究会、ジョー次、
静岡県立大The Vivaledge、マキタさん
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2012 年度の活動

4 月
7 月

8月
11 月
12 月
3月

第 1回現地調査
波止場通りヒアリング
石蔵の実測調査
子ども向けWS
ミナトブンカサイ
巴川調査
大分・広島事例調査

ミナトブンカサイ
　地元市民の日の出地区やその周辺に対する理解を高め、今後の日の出地区の利活用
について可能性を示すことを目指し、石造屋根倉庫群の前面道路を会場としてた賑わ
い創出イベントを行った。地元の商店や大学生と協力した露店や音楽ステージ等の企
画や、夜間には倉庫群のライトアップも行った。当日は、会場に 1500 人を超える人
が訪れ、多くの方が、港の雰囲気を堪能した。

　地元の小学生と保護者を対象にした日の出地区のまちある
きとワークショップを行った。まちあるきでは、清水港の歴
史と現状を実際に目で見て、その魅力を体感し、クイズとと
もに楽しく学んだ。ワークショップでは参加した児童がまち
あるきや学んだことをもとに「自分たちの住まう清水のまち
や港に、どんな施設・機能が欲しいか」を自由に考え、清水
PJ メンバーと共に模型を作成した。

子ども向けWS

みなとを知る・魅力を見つける

みなとの魅力を発信する・理解を高める

　かつて波止場、日の出地区の港湾労働者や三保の造船所等で働く人たちで賑わって
いた波止場通り（現エスパルス通り）で働くの店主のみなさんから通りやかつての波
止場の賑わいの様子についてお話を伺った。

巴川の川湊として始まった清水の湊。港湾施設の近代化後に活気があふれた波止場や日の出
埠頭は、港の中心がコンテナ埠頭に移ると活気を失った。現在の日の出地区は物流事業者が
出入りする、地元住民にとっては馴染みの薄い場所であるが、石造倉庫群や大型船舶が往来
する港の風景など、清水ならではの魅力を味わうことの出来る場所である。

▲ミナトブンカサイ開催の報告パンフレット

空間資源の利活用に向けて

清水プロジェクトの取り組み
　清水 PJ チームでは、活気を失った港湾
地区の再生・利活用に向けて静岡市清水区
を中心に活動を行なっている。2011 年度
は日の出地区を中心に清水港の空間資源調
査を行った。2012 年度は更に調査を進め
ると共に、地元の理解を深め、利活用への
関心を高めるイベントを積極的に行った。

波止場通りヒアリング調査

テルファークレーン 石造倉庫群 臨港線跡の自転車道

　2012 年度までの活動で、一時的な港の空間活用を提案することができたが、港湾の再生に向けては日常的な
利用を定着させること、地元の方々の力を引き出すことが必要である。今後は 2013 年 3月に行った港湾施設の
活用事例調査を参考にしながら、石造倉庫群や県営上屋等の空間資源の日常的な利用に向けて、地元団体・大学
と連携しながら活用提案・活用実験を行う。

▲イベント当日の石造倉庫群の様子

▲静岡県静岡市清水区周辺 ▲清水港日の出地区

　清水のもともと川湊
があった巴川に関する
調査や江戸時代から港
と関係の深い廻船問屋
に残る石蔵の実測調査
といった地域の空間資
源や周辺環境の調査を
行った。
　今後、清水港と周辺
地域との関係や一体的
な空間計画を考える際
のきっかけとなると考
えられる。

石蔵調査 / 巴川調査 周辺との関係を考える

みなとの再生に向けて

みなとに親しむ

▲商店主のみなさんからのヒアリング風景 ▲昭和 30年代の波止場通りの様子（ヒアリングまとめ）

▲巴川での調査の様子

▲実測した石群の断面図

▲みなとあるきの様子 ▲完成した模型の前で記念撮影

今度の活動

▲NPOを主体とした大分港の再生事例

フェリーターミナルから


